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1 月 27 日（土）大阪キャッスルホテルにて近畿秋田県人会の総会・新年会が開催されました。 

昨年、会長を始め役員が大幅に交替して初の総会で、この一年の活動の総括と新年度の方針を

報告・提案し、審議・可決され新たな活動の一歩を踏み出すことができました。 

続く新年会では、県から中島副知事、総務課の菅原副主幹並びに京都・奈良・東海・広島の各

秋田県人会からも多くの方の参加を得て、約百名の参加者で盛大に開催されました。 

民謡「秋田大黒舞」のオープニングの後、加藤会長、中島副知事の挨拶、広島秋田県人会佐藤

会長の乾杯、長寿祝い（米寿、喜寿）の贈呈式と続き、恒例の民謡・けいおん同好会の発表や「な

まはげ」の太鼓と出し物も多彩。 

秋田の酒も「高清水」「新政」「秀よし」「まんさくの花」等々ふんだんに提供され、全員で

「秋田県民歌」を斉唱し、賑やかにお開きとなりました。 

秋田県 
中島英史副知事 

喜寿祝い記念表彰の方々 

加 藤 会 長 

 

広島秋田県人会 
佐藤会長 

米寿 小助川 忠雄

安部正勝 乾 保太郎

小西和雄 佐藤俊春

田中悦子 谷後文子

七尾隆太 宮内保子

宮原糊子

喜寿

平成30年長寿祝いの方々

(敬称略）

(県人会5年以上在籍）
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1 月 13 日（土曜）・14 日（日曜）大阪国際空港(伊丹空港)で昨年に続き 2回目の雪まつりが開催され、

男鹿半島からなまはげがやって来てくれました。 

太鼓演舞と撮影会、会場練り歩きで人だかりができていました。かまくら撮影会は 1時間まちの長蛇の

列ができ、待っている間に甘酒（あまえこ）でぬくもりました。みのぼっち姿に綿入りはんてんで箱ぞりに乗っ

てパチリ！インスタ映え一番です。増田町のりんご、焼きりたんぽ、甘酒、雪玉プレゼント、ミニかまくら作

り、かまくら解体ショ―と盛りだくさんのイベントでした。 

県人会からのべ 30人以上の助っ人で応援しました。寒い一日でしたが、心は温かく、豊かな気持ちにな

りました。 

 

 

・・・高橋貢さん連覇・・・ 

3 月 20 日（火）愛宕原ＧＣで第 28回例会が開催され参加者は 13 名でした。当日午前はまずまずの天

候でしたが午後は気温８度春雨の中、皆さん元気にプレーを楽しみました。 優勝は高橋貢９４（７０．０）・準

優勝木村忠雄８８（７１．２）・３位高橋（圭）８７（７

２．６）の各氏でした。因みに、ベスグロは８６の西

村重雄氏です。入賞された皆さんおめでとうござ

います。競技後当レストランで表彰式と懇親会

が開催されプレー等の話題で盛り上がり楽しい

交流のひと時を過ごす事が出来ました。今回か

ら冨田智・岸田真弓両氏が新会員に入会され

益々盛況が期待され嬉しく思います。次回は平

成 30 年 6 月 12 日（火）山の原ＧＣにて高橋

貢・宇佐見一雄両氏の例会幹事で開催予定で

す。同好会以外のご参加も歓迎です。事務局ま

でお問い合わせ下さい。  

                 飯田充宏 記         

 

4



天候にも恵まれながら“三県合同やもめの会„も２

年目に突入し、第１回目の総会及び懇親会が神戸ハ-

バランド温泉「万葉倶楽部」にて３月 11日（日）に

開催されました。 

初めての温泉会場となった癒しの湯はアルカリ

性．黄褐色で体への浴用効果も良く入浴した皆は日

頃の疲労が吹き飛んだように元気な明るい笑顔を取

り戻していました。 

その後、総会では同日３月 11日の東日本大震災で

亡くなられた方々へのご冥福を祈り全員で黙とうし、会長挨拶、議長による 29 年度事業報告、

30 年度事業計画（案）等の説明がなされ無事しました。 

宴会の場となった会場

は広くて明るく三県合同

の男女が交互にテ－ブル

に着席し、和やかな雰囲

気で料理を食べ飲みなが

ら郷土話を語り合い、明

るく楽しく一つの県人会

同士の集まりのようなまとまった賑

やかな会食となりました。 

食事も半ばに差し掛かり色々な話

で盛り上がった後は、イベントに移

り男女が入り乱れて歌い、手をつな

いで踊ったり、手拍子があったりで

時間オ－バ－する程の楽しいひと時

でした。とても有意義な１日ありがとう‼     保坂 勇光 記 

 

 

4 月 7日（土）18時から「ならでんアリーナ」にて行われた「秋田ノーザンハピネッツ」対「バ

ンビシャス奈良」のバスケットボール試合に県人会から 21名が応援に駆けつけました。 

大部分がバンビシャス奈良の応援団というアゥエイの中、東地区 1位のノーザンハピネッツも苦戦

を強いられ、７５対８０でまさかの敗退でしたが、翌日は８３対６８で雪辱したようです。21時か

らは「秋田ラバーズ」と銘打ったファン交流・懇親会に 11 名参加し、秋田・千葉から遠路応援に

来られた方や岐阜･北海道出身者も同席し、ハピネッツ愛にあふれた楽しい会になりました。 
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今春の選抜大会で由利工業の出場に際しましては県人会の皆様には絶大なるご支援を頂き心よ

り感謝しております。私の友人の高校野球関係者から由利工業が秋田県代表として 21 世紀枠に推

薦されたら、かなりの確率で東北代表になれることは事前情報として入ってきていました。正式に

東日本地区の代表に選出された報を耳にしたときは、驚きと期待感で胸がいっぱいになりました。 

出場する選手や関係者の激励会を県人会が大阪の宿舎ホテルでやってくれることを聞きましたが、

関西在住の由利工業のＯＢがいないことがわかりました。 

学校やＯＢ会の要請もあり、私が県人会事務所へ 3月 1日に伺いました。県人会の皆様から大歓

迎を受けまして非常に有難かったです。120 年という伝統ある県人会に是非とも入会させて頂き、

一緒に今後の活動に参加していきたいと思いますのでよろしくお願い致します。甲子園での試合は

1 回戦で敗退しましたけれど両チームともにエラーの無いしっかりしたゲーム展開を見せてくれ

ました。母校の校歌を約 50 年ぶりに、あの甲子園のアルプススタンドで歌えたことを幸せに思い

ます。スクールカラーの紫紺一色の一体感で大声援を送りました。県人会の皆様ほんとうにありが

とうございました。              由利工業 2期生 尾留川恒夫 70 歳 記 

秋田魁新聞に尾留川さんの記事が大きく載りました。 

愛媛県今治市在住の由利工業ＯＢの尾留川さんより、スクールカラーの紫紺に染めたフェイ 

スタオル 1000 枚と校名入りスポーツタオル 80枚の高級今治タオルがプレゼントされたこと 

紹介されました。  

尾留川さん 
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３月２３日(金)桜の開花目前の好天下、京阪寝屋川駅近くの料理屋「まんさくの花」（秋田商業

りましたが、会場満席３０名の方々が集いました。  

今回は京都のタキモト酒店元副社長の滝本洋一さんのご紹介で、横手市の銘酒「まんさくの花」

で有名な、日の出醸造の佐藤譲治社長をお招きしご講演を頂きました。 

最近フランスでも和食文化の注目の中で日本酒が浸透しつつあることや、日本酒の美容・健康効

果（特に吟醸酒）について等のお話があり、ご提供頂いた 2本の高額品種を含め、６種類の「まん

さくの花」や仕込水で、美味しい料理を堪能しました。後半には小西副会長の民謡で和みました。  

田沢湖の削りたて生ハムの出張試食販売もあり、美味しい料理とお酒で 13 時から３時間があっ

という間に経ち、二次会は秋田出身者経営のお店へ。京橋の徳田酒店カラオケラウンジへは佐藤社

長も同伴で。カラオケが無理な方は南森町のスナック JOJO に・・。今回も楽しい会になりました。 

今後の日本酒愛好会企画の秋田の酒蔵のコーディネートを佐藤社長に委ね、年に 1回は「まんさ

くの花」を会場にと検討中。次回の秋企画に乞うご期待ください。   幹事 安樂武夫 記                    
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第 13回近畿秋田県人会主催の観桜会が 4月 7 日（土）に開催されました。 

今回も、ＪＲ桜ノ宮駅から大川沿いの桜を見ながら宴会場のあるキャッスルホテルまで歩く会員と、ホテ

ルに直行する会員に分かれ開催されました。私は準備のためホテル組で歩く事は出来ませんでしたが今

年は桜の開花も早く葉桜の中を歩いたようです。しかし並行している桜の通り抜けで有名な造幣局の八重

桜は満開で楽しめたそうです。ホテルの窓から眺めた大川沿いの桜も葉桜に見えました。 

宴会場の大阪キャッスルホテルには、78 名の来賓・会員が集い、今年も盛りあがり加藤会長挨拶、新任

の県大阪事務所・ 鎌田主幹、鈴木副主幹や新入会員の紹介、恒例となった秋田県民歌斉唱と続き、鎌

田主幹の乾杯で賑やかに宴会が始まりました。 

故郷からは、しどけ、こごみ、ふきのとう、カンゾウ、たらのめ等春の味が並び、秋田の日本酒 高清水と

秀よしも取り寄せ会員の皆様も堪能されたと思っています。 

秋田民謡西日本大会実行委員長梅若晶子さんの津軽三味線や秋田民謡を皮切りに、新舞踊、おばこ

踊りの会、ハワイアン（男性陣有志の飛び入りも･･･）民謡友の会の秋田民謡、けいおん同好会と多彩な出

し物で会に花を添えてもらいました。 

数曲のカラオケの後、最後はドンパン節を踊りお開きになりました。今年も楽しかったですね。 

             事業部会長 佐々木博 記 

新入会の皆様 
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本年度最初の歩こう会は、藤棚の見学と城南宮周辺史跡の散策

を計画し、去る４月 28日(土)に 26 日から 30 日まで一般公開され

ている、京都市最大の規模で全国でも有数の処理能力をもつ京都

市上下水道局(上鳥羽)敷地内の全長 120m におよぶ「藤棚」の通り

抜けに参加者 27名で行ってきました。当日は夏日の暑さ、早くも

今年は藤花の最盛期が過ぎ辛うじて白藤棚のみ満開という状態で

した。満開期の藤棚を想像しながら昼食場所の鳥羽伏見の戦い跡

石碑のある鳥羽離宮跡公園へウオーキング。 

築山の木立の中で弁当タイム、久々のピクニック気分を満喫。

昼からのコース、方除の大社

と仰がれる城南宮を参拝のの

ち、神苑（源氏物語の庭・春

の山・平安の庭・室町の庭・

桃山の庭・城南離宮の庭）を

散策、それぞれが趣が異なり

各時代の情緒を味わい、その

美しさに感銘し、歴代天皇の

御陵で雄一残る塔で貴重な、

近衛天皇陵の多宝塔(二層の

塔)を参拝し、出発地点の竹

田駅に戻り解散。三々五々家

路へ？ 萬田 耕 記                           

 藤棚の見学と城南宮周辺史跡の散策                  
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５月３日～５日の大型連休中、大阪城天守閣前広場で行われた「戊辰戦争１５０年」のイベン

トに由利本荘市が出店参加しました。 

「戊辰戦争」と由利本荘市の関わり？ いろいろありますが簡単に解説・・・。 
由利本荘市には本荘藩（六郷氏）、亀田藩（岩城氏）、矢島藩（生駒氏）等がありました。もともと旧幕府
側の「奥羽越列藩同盟」に参加していましたが、秋田・久保田藩の呼びかけに応じ新政府側に移り旧幕府
側の庄内藩と戦いました。結果、各藩とも庄内軍の猛攻に次々陥落し、新政府軍の方針で心ならずも自領
から秋田に退却します。その後亀田藩が庄内軍と行動を共にするという経緯もありましたが、ようやく新
政府軍が勝利しました。この間、市内の少なくない地域が被害を受けたのです。  

お客の７～８割がありとあらゆる地域からの外国人という中で、「プリーズカムイン」の呼び込

み。ストラップ型の御殿まりは「トラディショナル・クラフト」で「ベリーキュート」アンド

「ソークール」。いぶりがっこは「スモーキング・ラディッシュ・ピクルス」と即席英語で何とか

通じたかな？他にもあつみのかりんとう、リンゴジュース、ミニトマトジュース、おかき、はち

みつ、プラムゼリー、桜饅頭、きりたんぽ、そして（ザギトワ熱愛の）秋田犬のバッジを激売り

しました。 

由利本荘市からは４名の職員の方が来阪し、近畿秋田県人会や本荘高校同窓会からもお手伝い

として３日間頑張りました。お疲れ様   本荘高校ＯＢ・県人会副幹事長 須田和朝 記 

 

 

近畿秋田県人会後援第 24回秋田民謡西日本大会が 6月 3日（日）大阪市立東成区民センターで

行われました。 

例年のように 100 名を超えるコンクール参加者と、各教室の合唱など秋田民謡の愛好者が集い盛

大に開催されました。わが同好会も合唱の部に参加すると共に他の会の応援に出場するなど大いに

活躍しました。残念ながら県人会同好会からの入賞者は出ませんでしたが、本日の参加者が歌う秋

田民謡に一日中酔いしれました。 

また当日会場ステージには秋田県の観光ポスターを提示し秋田県の観光アピールもし、心おきな

く秋田民謡を楽しんだ梅雨前の一日となりました。        民謡同好会 萬田 耕 記 

 

会員動向（平成 30年 5月末現在）敬称略 

新入会員 退会者 

田井 哲子 鎌田孝二郎 

藤本美和子 斎藤健一 

渡辺正人 森谷 忍 

廣澤菜々子 三浦光男  

小田嶋鈴雄 菅原好喜  

尾留川恒夫 高柳賢也  

山内比呂志 小野幸子  

中島あかね 関京三 12/31 逝去  
   

  

 

 

会員動向（平成 30年 5月末現在）敬称略 

新入会員 退会者 

田井 哲子 鎌田孝二郎 

藤本美和子 斎藤健一 

渡辺正人 森谷 忍 

廣澤菜々子 三浦光男  

小田嶋鈴雄 菅原好喜  

尾留川恒夫 高柳賢也  

山内比呂志 小野幸子  

中島あかね 関京三 12/31 逝去  
   

  

 

11



 

 

           大阪事務所 主幹兼班長 鎌田友巳  

この４月に大阪事務所へ赴任いたしました鎌田と申します。県人会の皆様

におかれましては日ごろより県政の発展へご尽力をいただきましてありが

とうございます。 

全国的に人口減少が進む中、秋田はそれを上回る少子高齢化が進行してお

り、昨年にはついに県人口が 100 万人の大台を割り込んでしまいました。今

後もさらに減少が続くことは必至な状況であり、個人的にも危機感を感じて

いるところです。このような中、社会の活力を維持し続けるためには、観光

による交流人口の拡大等、様々な取り組みを進めていく必要があります。大

阪事務所におきましては機会を捉えて秋田県の良さを発信してまいります

ので、県人会の皆様には引き続き秋田への応援、ご協力をよろしくお願いいたします。 

 さて、私自身につきましては、岩手県庁での勤務に始まり、北海道事務所から名古屋事務所へと、

これまで県外へ赴任することが多く、異動のたびに家族全員で引っ越しをしております。今回は秋

田市からでしたが、その前の名古屋では５年間勤務しており、休日には時々、奈良や大阪方面へ遊

びに来ておりました。私自身、今回の大阪事務所勤務も長くなるものと考えておりますのでどうか

よろしくお付き合いくださいますようお願いいたします。 

 

 

                                 副主幹 鈴木隆史  

日頃より多大なるお力添えを賜り、誠に感謝申し上げます。 

学生時代以来約 20 年ぶりの大阪暮らしですが、再(新？)発見の続く毎日で

す。 

さて、最近、秋田では有効求人倍率が過去最高を記録し全国平均と並ぶな

ど、企業側の採用意欲も高まっている状況の中、輸送機関連企業の進出も

徐々に増えております。 

秋田を選んだポイントが「人財ポテンシャルの高さ」が多く、「人」に注目

されつつあります。例えば「地元愛の強さ」「高い人間力」「基礎学力の高さ」

「粘り強く、バイタリティーと責任感の強さ」等々、しょしぐ（恥ずかしく）なるほどのお声が･･･  

こういった、数値等に現れにくい質の高評価に、秋田は自信を持って良いのだと感じました。ち

なみに秋田県庁のＵＩＪ登録バンク(Ａターン)希望者は約３千人で年々増加しており、これも地元

愛の強さの現れかもしれません。 

鎌田主幹とともに観光・県産品拡販サポートや企業誘致等に取り組みますが、秋田犬で注目され

ている今が「秋田ファン」を増やす良いチャンスと思います。 

引き続きご指導とお力添えをいただきますよう、お願い申し上げます。 

近畿秋田県人会ホームページ 
http:/kinkiakita.coｍ 

FACEBOOK 
https://www.facebook.com/osakaakita 

メールアドレス 
info@kinkiakita.com 

 

納涼祭（大阪キャッスルホテル）

北東北三県合同ビアパーティ 

（梅田スーパードライ）
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